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低い精度で自動的に生成された説明]



プログラムを作 (つく)って，ロボットを
動 (うご)かしてみよう！

　ロボットは，micro:bitという小さなコンピュータを搭載 (とうさい)した物です。皆 (みな)さんが作成 (さくせい)したプログラムのとおりに，正確 (せいかく)に動作 (どうさ)します。超音波 (ちょうおんぱ)を使って障害物 (しょうがいぶつ)を避 (さ)けたり，センサを使って黒線をなぞるよう動いたりするようなプログラムを作りましょう。

　プログラムは，ブロックを接続 (せつぞく)するだけで，誰 (だれ)でも簡単 (かんたん)に作 (つく)れます。キーボードが苦手 (にがて)でも大丈夫 (だいじょうぶ)です。
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プログラムの例

■手順 (てじゅん)

1）プログラムの作成 (さくせい)

2）ロボットへ転送 (てんそう)

3）実験 (じっけん)
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